
 

 

 

 
 

７月３１日、小学部職員で事業所見学をしました。いずれの事業所も施設長や管理者の方から利用

者への温かい眼差しや熱い想いを感じました。進路先として障害福祉サービス事業所を視野に入れる

場合、聴覚障害の特性も含めて配慮をしてもらえるよう、早い段階から見学して考えていくことをお

薦めします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しんろだより ～道～ 
秋田県立聴覚支援学校 

進路指導部 

令和 5年９月２９日発行 

No.５ 

一羊会 とうふ屋丸木橋六兵衛 

自然に囲まれた立地で建物は新しく、明るく清潔感のある印象を受けました。

大雨被害で休業し再開した日の見学で、それぞれ動きを確認しながら動いてい

ました。豆腐やコロッケの製造、販売に向かう様子、店の前の清掃の様子を見る

ことができました。コロッケ製造では、同会の明日葉（生食パン専門店）で作っ

たパンをコロッケの衣として活用しているということでした。併設している販

売所のソフトクリームがとても美味しかったです。 

一羊会 杉の木園 

とうふ屋丸木橋六兵衛の近くにありました。アットホー

ムな雰囲気で穏やかに過ごしている様子が印象的でした。

手話を少し知っている利用者がおり、「こんにちは」と挨拶

してくれました。 

一羊会 One memory 

経営している生パスタ専門店「Bon Café」で昼食を摂りまし

た。店内で製麺しており、とても美味しかったです。店員の接客

もよく、昼食時は混雑するほど人気があるということでした。

一羊会では、一人一人の特性に合わせた作業工程や活動が用意

されており、同会の様々な事業が関連し合って利益が上がる工

夫がされていることが素晴らしいと感じました。 

ゆたか会 つどいの家 ドリームカンパニーあゆみ 

織機を使っての「さをり織り」製品やお盆にお供えする灯籠の製造など

を見ることができました。近年ではお墓の掃除も加わっているというこ

とで、地域の中で楽しさとやりがいを感じながら過ごせるように活動が

展開されていました。 

自閉症特化型生活介護事業所Ｋａｉ 

特性を考慮しコーヒー豆の選別作業を取り入れているということでし

た。視覚的構造化を用いた分かりやすい環境の整備や、PECS（絵カードコミュニケ

ーションシステム）の導入、応用行動分析を用いた支援をしているそうです。 



秋田県障害者スポーツ大会 

毎年８～９月にかけて「秋田県障害者スポーツ大会」が開催されています。陸上競技、水泳、

卓球、アーチェリー、ボウリング、ボッチャ、フライングディスク、サウンドテーブルテニス、

バレーボール（精神障害）などの競技が行われ、大会の成績によっては、翌年開催の「全国障害

者スポーツ大会」の選手に選ばれる可能性もあります（２０２４年は佐賀県で開催）。 

 今年度も、本校からは卓球競技に卓球部員が参加しました。 

競技は障害と年齢の区分ごとに行われるため、同一校同士 

で当たる可能性もあり、部員同士の戦いもありましたが、 

普段の練習とはまた違った雰囲気の中で、それぞれがもって 

いる力を発揮し合い、競い合うよい機会となりました。 

 先にも記したとおり、年齢による区分もあるため、学校 

を卒業後も競技を続け、大会に出場し続けている卒業生も 

います。大会での上位入賞を目指して、余暇活動として、 

健康維持のためなど、目的は人それぞれかと思いますが、 

“生涯スポーツ”として競技を続けていく上で、目標の 

一つとなる大会ではないかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行内容・お問い合わせについて 

「しんろだより～道～」は、保護者の皆様へ進路に関するたくさんの情報をお伝えしていきま

す。学校ホームページにも掲載しておりますので、どうぞご覧になってください。 

（ホームページＵＲＬ：http://kagayaki.akita-pref.ed.jp/chokaku-s/） 

他にも進路に関して知りたい情報や疑問等がございましたら、お気軽に教頭、主事、担任、進

路指導部員にお話ください。 

夏季休業中の実習の様子 

高等部では毎年６月に実習週間を設けています。加えて、長期休業中に個別で職場実習を行っていま

す。高１は「知る」、高２は「選ぶ」、高３は「決める」ことをねらいとしています。特に高１生は６月

の校内実習を経て、初めて事業所で実習します。また、寄宿舎生は自宅からの通勤となり、継続して働

くために家庭での過ごし方を考える、より実際的な活動となります。実習を通して事業所や作業内容な

どホームページやパンフレットだけでは分からないことを学べます。複数箇所や長い期間設定できるの

も長期休業中の良さです。例年以上に暑く大変でしたが各事業所のご協力のもと、進路選択・決定につ

ながる良い経験となりました。以下に夏季休業中に行った実習先を紹介します。 

【高１ Ｆ・Ｔさん】              【高３ Ｉ・Ｒさん】 

○ 事業所：スズキ部品秋田（井川町）      ○ 事業所：トヨタ自動車（愛知県） 

○ 作業内容：自動車部品検品（シャフト等）   ○ 内容：会社説明会参加 

【専１ Ｈ・Ａさん】 

○ 事業所：グループホームふなみ（北秋田市） 

○ 作業内容：介護補助（食事準備、清掃等） 

【専２ Ｋ・Ｓさん】 

○ 事業所：厚生ビル管理（能代市） 

○ 作業内容：清掃 

高３、専２の卒業学年は実習以外にも夏季休業中、登校し入社、採用試験対策に取り組みました。 

 

 

 

【スズキ部品：検品作業】 【厚生ビル：清掃】 


